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[1] 実数 α に対し I(α) =

∫ ∞

0

e−x2

cosαx dx とおく．

(1) I ′(α) と I(α) の関係を求めよ．
(2) I(α) を求めよ．

[2] (X,B, µ) を測度空間とする．X 上の実数値可測関数列 {fn(x)}n について，
X の各点で lim

n→∞
fn(x) = f(x) であるとする．また，定数 C で，各 n について，∫

X

|fn(x)| dµ ≤ Cなるものが存在するとする．このとき，次の問に答えよ．

(1) f(x) が可積分で，
∫
X

|f(x)| dµ ≤ C を満たすことを示せ．

(2) 上の条件を満たしているが， lim
n→∞

∫
X

fn(x) dµ =

∫
X

f(x) dµ が成立しないよう

な例を挙げよ.

[3] f を測度空間 (X,B, µ) 上の可積分関数とする．
(1) lim

c→∞

∫
{|f(x)|>c}

f dµ = 0 を示せ．

(2) 任意の ε > 0 に対し，次の条件を満たす δ > 0 が存在することを示せ．

B ∈ B, µ(B) < δ ならば
∣∣∣∣∫

B

f dµ

∣∣∣∣ < ε となる．

[4] A,B を R の Lebesgue 可測部分集合とする．∫
R
µ((A+ x) ∩B) dx = µ(A)µ(B)

であることを示せ．ただしここで，µは Lebesgue測度でありA+x = {y+x | y ∈ A}
である．


